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三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：池田 雅一）は、株式会社三

菱 UFJ 銀行（本社：東京都千代田区、取締役頭取執行役員：半沢 淳一）ならびに株式会社ファイターズ スポーツ&
エンターテイメント（本社：北海道北広島市、代表取締役社長：小村 勝、以下 FSE）、北広島市の協力を受け、北海道

ボールパーク F ビレッジ（以下 F VILLAGE）が地域や北海道・関連するステークホルダーに対してもたらす統合的価

値（社会的価値および経済的価値を合わせた概念）を可視化することを目的としたレポートを作成しました。本レポート

の公開を通じ、F VILLAGE の取組や社会・経済へのインパクトについて認知を広めることで、国内のスタジアムビジネ

ス、ひいてはスポーツ産業全体のさらなる発展に向けた端緒となることを期待します。なお、レポート公開の背景につき

ましては三菱 UFJ 銀行のニュースリリース（2024 年 2 月 5 日発表）を参照ください。 
（https://www.bk.mufg.jp/info/pdf/20240205_murc_release.pdf） 

 
1. F VILLAGE がもたらす統合的価値について 
F VILLAGE は社会的価値および、それと共存する経済的価値の実現が期待される。本レポートでは、その両者を「統合

的価値」と定義する。統合的価値は、F VILLAGE の周辺地域のみならず、北海道全体・産業全体へ広範囲にわたる価

値提供が見込まれる。 
【図表 1】F VILLAGE がもたらす統合的価値の全体像 

 

https://www.bk.mufg.jp/info/pdf/20240205_murc_release.pdf
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（出所）当社作成  
（注） 1.F VILLAGE がもたらす価値は立地する北広島市のみならず札幌圏含む地域への波及も見込まれる 

が、具体的な効果試算にあたっては中核となる北広島市に限定している 
 

 

上記の統合的価値の全体像に基づく、F VILLAGE がもたらす統合的価値を一覧化すると以下のようになる。F 
VILLAGE が社会・経済の両面において多様な価値を創出し得る存在であることが示唆されたといえる。 

 
【図表 2】F VILLAGE がもたらす統合的価値一覧 

 
（出所）当社作成  

 

なお、参考として、①北広島市への経済効果および、③北海道への経済効果の内訳を以下に示す。 
 

【図表 3】経済効果内訳 

 

経済的価値 社会的価値
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道内から北広島市への来訪者数
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他地域・施設への波及

⑨スポーツ
産業における
モデルケース

キャッシュレス・
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（出所）当社作成 
（注）端数処理のため、総数と内訳の計とが一致しない場合がある 

 
2. F VILLAGE がもたらす統合的価値の測定 

(1) 統合的価値①：経済的価値-F VILLAGE 周辺地域における経済の活性化 
周辺地域（北広島市）における経済効果は「定住人口増による消費増」「交流人口増による消費増」「事業機会増

による消費増」の 3 つの要素が挙げられる。その中でも交流人口増による消費増が全体の 5 割弱を占めており、多

様なエンターテイメント要素を目的とした全国の来訪者が存在する F VILLAGE の特徴が色濃く表れている。 
これらの要素を合わせると、経済効果としては年間 500 億円、開業後 10 年間累計で 5,000 億円超、さらに北広

島市への税収増効果は年間 10 億～15 億円と試算される。北広島市における地方交付税や国庫支出金などを除く

2022 年度の税収が約 80 億円であることを踏まえると、F VILLAGE 開業により税収を 10～15%程度増加させる効

果が期待できるといえる。 
 

【図表 4】周辺地域における経済効果の定義および試算結果*6 

 
 

 
（出所）当社作成 
（注）1.レジデンス・シニアレジデンスにおける住宅取得費用のインパクトを反映 

2.北広島駅西口エリアの開業インパクトを反映 
3.三日月エリアの開業インパクトを反映 
4.税収効果は、地方住民税、固定資産税、都市計画税、その他市税（軽自動車、入湯、たばこなど）、 
法人住民税の増加を織り込み 

5.固定資産税・都市計画税課税免除終了を反映  
6.端数処理のため、合計が 100%にならない場合がある 
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(2) 統合的価値②：経済的価値-F VILLAGE 周辺地域における不動産価値の上昇 
F VILLAGE の開業は、周辺地域に大幅な不動産価値の上昇をもたらした。2015 年から 2023 年の 8 年間で北

広島市では 50~100%程度不動産価値が上昇しており、特に再開発予定の北広島駅周辺や F VILLAGE 周辺の

エリアは顕著な上昇が見られている。F VILLAGE がさらに進化を遂げ、現在計画されている周辺地域開発が具現

化することで今後も継続的な周辺不動産価値の上昇が期待される。 
 

【図表 5】周辺自治体および北広島市内の地価増減 

 
（出所）当社作成 

（注）1.国土交通省「地価公示・都道府県地価調査」（2015 年、2023 年）より、各市区町村の平均地価の増減率で色分け 

2.国土交通省「地価公示・都道府県地価調査」（2015 年、2023 年）より、郵便番号別で色分け。白塗りの箇所は、地価を 

計測する標準地が存在しない地点 

 
(3) 統合的価値③：経済的価値-北海道全域における経済の活性化 

北海道全域にもたらされる経済効果は以下の 3 つの要素が挙げられる。 
 
 
 
 
  
 
 
 
これらの要素を合わせると、北海道における経済効果は年間で 1,000 億円を超えると試算された。開業後 10 年

間の累計では約 1.2 兆円と試算され、これは過去のスポーツ施設の事例と比較しても類を見ない規模となる。 
これほどの経済効果が期待できるのは、F VILLAGE がこれまでの事例と異なり、事業の射程を拡大させているこ

とが要因である。具体的には、純粋にスポーツ観戦を楽しむことやスポーツ以外のエンターテイメントに拡大する多 

直接効果：施設における消費額や、イベントの開催経費、建物の建設費など、新たに発生する消費や投

資（最終需要）のうち、当該都道府県内で調達した財・サービスの総額 

一次波及効果：直接効果により生産が増加する財・サービスの需要に対応する生産活動 
（例：物流コスト）の総額 

二次波及効果：直接効果と一次波及効果の生産額によって増加した雇用者所得のうち、 
消費活動に回る分に対応した新たな財・サービスの生産額 
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目的化にとどまらず、多様な事業パートナーとともに職学住遊を近接・融合させた周辺地域開発まで踏み込むこと

で、新たな価値共創を目指している。 
 

【図表 6】北海道全域における経済効果 および 他スポーツ施設事例との比較 

 
（出所）当社作成 

（注）1. F VILLAGE の建設費を反映 

2.北広島駅西口エリアの開業インパクトを反映 

3.三日月エリアの開業インパクトを反映 

4.各種公開情報より作成。施設 X については、建設による経済効果に加え、初年度の来場者の消費による経済効果を   

10 倍にして計算。施設 Y については、直接効果と一次波及効果が合算されている値のみ公開されているため、 

一次波及効果の値も直接効果に算入している 

 
【図表 7】F VILLAGE が体現する新たなモデル 

 
（出所）当社作成 

F VILLAGEは周辺地域全体の開発まで
踏み込み新たな街をつくるエリア一体開発

スポーツ
観戦

観光や行楽の場と、暮らす・学ぶ・働くなどの
生活の場が共存し、常に人が行き交う空間

飲食店・商業施設などを併設
スポーツ観戦以外の

観光や行楽を包含した開発

過去事例②
施設周辺の複合開発

スポーツを楽しむ場としての
機能に特化した開発

過去事例①
スポーツ施設単体開発

（課題）

 経済効果の範囲が観光・行楽に限られている

 新型コロナウイルスに代表されるような予期せぬ事態に対し脆弱
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(4) 統合的価値④：経済的価値-参画パートナーにおける新たなビジネス機会の創出  

F VILLAGE においては、パートナーシップを結ぶプレイヤーとさまざまな共創が進んでいる。ステークホルダーから見る

と、F VILLAGE はビジネス機会を創出する新たなフィールドと捉えられる。今後パートナーシップがさらに深化すること

で、参画パートナーにはより多くのビジネス機会が期待される。 
 

【図表 8】パートナーシップを通じた新たなビジネス機会の例 

 
（出所）当社作成 

 
(5) 統合的価値⑤：社会的価値-居住地としての魅力向上 

F VILLAGE の開業およびその準備により、雇用の増加に加え住宅建設による居住地の増加が進み、居住地と

しての魅力が向上したと考えられる。F VILLAGE およびその周辺ではレジデンスの建設や大学や医療施設などの

生活基盤の整備が予定されており、将来的には北広島市の人口減少傾向に歯止めをかけ、増加に転じさせることも

期待される。 
北広島市が 2023 年 11 月に実施した「令和 5 年北海道ボールパーク F ビレッジ開業に伴う市民満足度調査」に

よると、F VILLAGE 開業によって改善された項目として、「地域の誇り」「企業・産業の充実」「雇用機会」「観光資

源」などが挙げられている。一方、「道路の渋滞」「交通機関の混雑度」など、悪化したと感じる項目も複数あった。加

えて、「商業」「娯楽施設」の充実など、現状市内の住民満足度が高いとはいえない要素に対して F VILLAGE とし

てどのような貢献ができるのか模索していく余地は十分にある。居住地としての北広島市の魅力向上に向けて取り組

むべき課題はまだ多く残されているといえる。 
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【図表 9】北広島市の人口推移・予測（2010-2032 年度） 

 
（出所）2010～2022 年度実績：同期間の北広島市「住民基本台帳データ」（2011 年～2023 年の各年 3 月末時点）より当社

作成 
（注）常住人口の 2023 年度以降のデータ（点線）は、直近 5 年間の年平均成長率を乗じた成り行きの予測値 

 
 

【図表 10】北広島市の住民満足度調査結果 

 
（出所）北広島市「令和 5 年北海道ボールパーク F ビレッジ開業に伴う市民満足度調査」を基に当社作成 
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(6) 統合的価値⑥：社会的価値-観光地・行楽地としての魅力向上 
F VILLAGE では野球興行のみならず、多様な目的で楽しめる施設やイベントが整備・拡充されており、周辺地

域の観光地・行楽地としての魅力を向上させている。結果、2023 年度の北広島市への来訪者数は、道内から約

250 万人、道外から約 100 万人の増加をもたらすと見込まれている。 
 

【図表 11】北広島市への来訪者数推移・予測（2014-2032 年度） 

 
（出所）1.三井不動産ニュースリリース（2014 年 1 月 21 日）より引用 

2,4. 2014～2022 年度実績：同期間の石狩振興局「観光入込客数調査」より当社作成 
3.FSE 提供資料より引用 

（注）  1．市内の主要商業施設である三井アウトレットパーク北広島の 2014 年度想定来場者数を北広島市の買い物客数と見             
なし、2023 年度も同水準と仮定 

      4．赤実線部分は、石狩振興局「観光入込客数調査」の北広島市の道外観光客数から作成。点線部分は、2023 年度に               
2019 年度（コロナ禍前）水準まで回復すると仮定し、その後は 2014-2019 年度の年平均成長率を毎年乗じて試算 

 
(7) 統合的価値⑦：社会的価値-北海道全体の観光業の振興  

F VILLAGE では、周辺地域以外の自治体や全道を周遊するような取組の充実が検討されており、北海道全体

の観光業振興への寄与が見込まれる。それは、北海道全体の観光業振興において、F VILLAGE がその一端とし

ての役割を果たすことにもつながる。 
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【図表 12】北海道の観光客推移・予測と F VILLAGE への期待効果 

 
（出所） 2014～2022 年度実績：同期間の北海道観光局観光振興課「北海道観光入込客数の推移」より当社作成 
（注）  2023 年度以降の数値に関して、国内観光客は 2023 年度にコロナ禍以前の 2019 年度と同水準まで回復し、その後

は 2009 年度～2019 年度の 10 年間の増加ペースで増加すると仮定。外国人観光客は 2023 年度に全国同様 2019
年度の 86%まで回復し、その後は、全国の外国人観光客数の増加ペース（2023 年の実績値と、政府の 2030 年の外

国人観光客数目標値との間の年平均成長率）と同率で増加すると仮定 
 

(8) 統合的価値⑧：社会的価値-北海道全体における産業の育成・イノベーション促進 
パートナーシップを締結した企業と FSE の間で、F VILLAGE におけるキャッシュレス・モバイルオーダーといっ

た新たなソリューション・テクノロジーの実証が一部で見られる。今後、F VILLAGE が多くの実証実験の場として活

用され、取組実施数・参画事業者数や取組内容の先進性が一層高まることで、北海道における新たな産業の育成

やイノベーションの促進が期待される。 
 

【図表 13】テクノロジーを導入した取組の例 

 
（出所）当社作成 
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F VILLAGEには、北海道全体の観光客数のさらなる回復・増加の後押しが期待される

成り行きでは、コロナ禍からの回復を果たし、かつインバウンド観光客の増
加もあって緩やかに増加基調となると想定される

成り行き

F VILLAGE
効果
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(9) 統合的価値⑨：社会的価値-スポーツ産業における新たなモデルケースの提示  
F VILLAGE の取組は、経済的価値・社会的価値の創出を通じ、スポーツというコンテンツ自体に依存せず事業

として成立させるという、スポーツビジネスにおける新たなビジネスモデルの在り方を世の中に示す可能性がある。 
2023 年 12 月に FSE は F VILLAGE のビジネスモデルを波及させる取組として、国内スタジアム・アリーナを核

とする街づくりを支援する新会社「株式会社エスコンスポーツ＆エンターテイメント」の設立を発表した。現時点にお

いても全国のスタジアム事業者から注目を浴びる存在だが、具体的なノウハウの伝搬を通じて今後国内のスタジアム

ビジネスを次のステージに引き上げることに直結する可能性を秘めている。 
 

【図表 14】F VILLAGE モデルの波及への期待 

 

（出所）当社作成 
 

  

経済的価値・社会的価値を充足する
新たなビジネスモデル事例となることで

同様のモデルが広く世の中に波及する可能性を持つ

他の地域へ

他
の
競
技
へ

Jリーグ（サッカー）

プロ野球（他チーム）

Bリーグ（バスケットボール）

Vリーグ（バレーボール）

・
・
・

F VILLAGEのビジネスモデルを波及させる
取組を開始

国内スタジアム・アリーナを核とした街づくり
プロジェクトの支援等を目的とした新会社
「株式会社エスコンスポーツ＆エンターテイメント」を設立

 スポーツを含むエンターテイメントを活用した街づくりの検討
ならびに開発を行う

 F VILLAGE にとどまらず、日本全国のスタジアム・アリーナ
を核とした街づくりの支援・コンサルティング等にも従事
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3. 統合的価値の創出に向けた FSE の取組評価 
F VILLAGE は統合的価値の実現に向けた目指す姿として「行楽地化・観光地化」「街化」、その結果としての「ス

ポーツ産業の新たなビジネスモデル体現」を志向し、取組を推進している。 
 

【図表 15】F VILLAGE の目指す姿 

 
（出所）当社作成 

 
FSE が目指す「行楽地化・観光地化」「街化」「スポーツ施設の新たなビジネスモデル体現」を実現するためには、

民間事業者の意思で柔軟かつ機動的な事業活動をスピーディーに遂行していくことが求められる。その時に FSE が

持つアセットである「コンテンツとしてのスポーツチームの保有」「コンテンツの魅力を最大限に体現可能な民間保有の

ハードアセット」が不可欠となる。           
また FSE は目指す姿の実現のために、単独ではなく「多様なパートナーシップ」を通じた実現を志向しており、これ

も目指す姿を実現する大きな原動力となり得る。 
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【図表 16】FSE が保有するアセット 

 
（出所）当社作成  

 
以上を踏まえ、「主体が保有するアセット」「活動」「成果」をつなぎ合わせ因果関係を示すものであるロジックモデル

として表現した。F VILLAGE の営みは、もたらす成果に対し活動と保有アセットが連動した構造であると評価できる。 
 

【図表 17】F VILLAGE がもたらす統合的価値に関するロジックモデル 

 
（出所）当社作成 
（注）図中の①～⑨の番号は「【図表 1】F VILLAGE がもたらす統合的価値の全体像」の統合的価値の項目と対応している  

 地域に根差す力を持つコンテンツ

 日常生活の中に入り込むことができるコンテンツ

 世代・性別問わず多様な方々に愛されるコンテンツ

 公的な制約条件を持たない

 ありたい姿実現に向けた最適なカスタマイズが可能

スポーツチーム 民間企業のハードアセット

周辺地域を巻き込んだ開発において最適なアセットの掛け合わせ

 スタジアムの中に制約されず、周辺地域の開発まで
実行できる体制

 多様なイノベーションを生み出す可能性

多様なパートナーシップ

行楽地化・観光地化 街化

スポーツ産業の新たなビジネスモデル体現

© H.N.F.

© H.N.F.

© H.N.F.
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4. 統合的価値の体現に向けた今後の課題 
 F VILLAGE が志向する統合的価値の提供に向けて、FSE としてはソフト・ハードのさらなる充実はもちろんのこ

と、パートナーとの関係深化によるイノベーションの促進や、外部への積極的な情報発信などが今後の大きな課題で

ある。F VILLAGE を魅力的な施設へ磨き上げるためには、FSE 単体ではなく多様なアセット、ケイパビリティを持つ

ような企業との「共創」が必要不可欠になる。FSE はこれまで多くの企業・団体とパートナーシップの締結を発表してい

るが、具体的な「共創」の中身を具体化し、実行を加速化していくことが求められる。 
 

【図表 18】統合的価値の体現に向けた FSE・パートナー企業の課題 

 
（出所）当社作成 
 
加えて、行政とも協力しながら、F VILLAGE への動線含めたエリア全体の魅力をいかに向上させていくかは今後

の大きな課題の一つだろう。例えば、北広島駅から F VILLAGE に通じる遊歩道（エルフィンロード）は殺風景で訪れ

る人への歓迎感が現状は不足していることなどが挙げられる。 
 

【図表 19】統合的価値の体現に向けた自治体・行政の課題 

 
（出所）当社作成 
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5. 終わりに 
F VILLAGE は、今後さらなる進化を遂げることが想定される。その中で、本レポートで触れた統合的価値の実現

が期待される。 
 当社では、今後も継続して F VILLAGE の営みと統合的価値実現の進捗について調査し、レポートを公開する

予定である。 
 

【図表 20】今後の開示について 

（出所）当社作成 
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ものではありません。 
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まご自身でご判断くださいますようお願い申し上げます。 
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